
2020年10月に第21回国勢調査が実施されま

す。大正9年(1920年)に第1回の調査が行われ、

今年で実施100年目の節目を迎えます。総務

省統計局は、これに合わせて「国勢調査100

年のあゆみ」と題した冊子を発行し、国の実

態を明らかにする国勢調査の重要性を広めて

います。

『緑の風』の紙面上でも、統計の重要性を

確認するためや、資料としての国勢調査のデー

タを取り上げて参りましたが、今回は100年

の節目を迎えるにあたって、国勢調査人口10

0年の推移を、調査に先駆け確認したいと思

います。なお、2020年のデータにつきまして

は、国勢調査人口を基準とし、毎月の住民基

本台帳人口の増減数を加えた「推計値」にな

ります。正式な数値は、「人口等基本集計結

果」や「人口速報集計結果」が発表され次第、

改めて取り扱います。

表１は1920年から2020年までの各年の国勢

調査による、それぞれ10月1日時点の人口で

す。多摩地域30市町村の人口の推移を10年ご

とに記載した表になります。100年の間にそ

れぞれの自治体は合併等で区分けが変化して

いますが、この表は現在の市町村域に基づい

ています。

東京都全体の人口は369万9428人から1399

万3741人へと、100年間で3倍以上に増加して

います。中でも1940年から70年までの30年で
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資料１ 2020年現在の人口上位5自治体等
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は、戦争の影響による人口減少と、その反動

かのように高度経済成長に合わせた人口増が

見て取れます。

多摩多摩地域の現在の人口に目を向けると、

上位5自治体は資料1の通りです。八王子市が

人口57万6608人、町田市が人口43万4670人と

続きます。下位自治体では、檜原村が1972人、

奥多摩町が4842人となります。これらの自治

体の人口の推移を表1で見て行く中で特徴的

なのはちょうど多摩ニュータウンへの入居が

始まる頃の1970年から1980年にかけての国勢

調査で、多くの自治体が人口を爆発的に増や

しています。

中でも多摩市は特徴的で、1970年の際には

3万370人だった人口が、1980年では9万5248

人と、3倍以上に増加しています。1950年か

ら1960年にかけて人口が800万人を超え、伸

び具合が頭打ちになった感のある23区内に対

し、人口の受け皿として多摩地域への入居が

進んだことが見て取れます。

一方で、檜原村、奥多摩町、島しょ部など

は1960年の国勢調査をピークに人口が下降傾

向にあります。東京都心部への人口一極集中

にはこのように各自治体から人をいびつに集

めて来た点に目を向ける必要があります。

今回取り上げたデータは人口だけを見ても

ごく一部に過ぎず、国勢調査によって得られ

る貴重なデータは他にも多岐にわたります。

これらのデータは国や地方公共団体を初めと

して、様々な研究・企業にも活用される、こ

の国の最も基礎的な統計と言っていいでしょ

う。

普段の日常生活ではあまり目にすることの

ない統計情報ですが、我々の暮らしを支える

大黒柱です。その意識をもって国勢調査の回

答に臨みたいと思います。

（多摩研事務局 松川遥）

緑の風 MIDORI NO KAZE 2020 10

14

資料２ 1920年の人口を100とした、人口の指数 上位5自治体等

多摩地域計



13

表１ 国勢調査による多摩地域30市町村の100年間の人口の推移
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※2020年は住民基本台帳人口の増減数による推計値
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